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研究成果の概要（和文）：生成音楽とは，音楽家の手を離れて自動的に奏て&#12441;られる音楽である．本研究では生
成音楽の体系的理解を目指し，研究計画に上げた以下の項目：1.生成音楽の歴史的調査，2.古典的作品の再現， 3. シ
ンポジウム・ワークショップの実施，4.音を生み出す構造の分析，5.実制作による検証，に沿って研究をおこなった．
その成果は，最終年度に研究報告として発表するとともに，展覧会形式「生成音楽ワークショップの展覧会」で広く一
般に公開した．以上の本研究の概要は，展覧会場で配布した冊子「生成音楽ワークショップの展覧会」にまとめられて
おり，今後Webサイトで公開する予定である．

研究成果の概要（英文）：Generative music is music to be performed automatically apart from performers. 
For a systematic understanding of generative music, we have conducted our research according to the 
following points: 1.
Historical research of generative music, 2. Reproduction of past masterpieces, 3. Symposium/Workshops, 4. 
Analysis of the structure of sound generation, and 5. Verification through productions. The outcome
of the research is published as an academic report at the end of research term as well as an exhibition 
of “Generative Music Workshop” for the public. We have compiled the outline of the as a booklet of the 
exhibition and the booklet would be released at our website.

研究分野：音響学，インタラクション・デザイン，メディア表現
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
（１）不確定な自動作曲の手法は、古くは風
鈴のような伝統的音具から、18世紀のサイコ
ロを使う作曲遊び、20 世紀以降は実験音楽、
音を使った美術作品などに広く見られる。特
にコンピュータ音楽においてはアルゴリズ
ム作曲の一部門として分類され [Roads, 
1996]、生成音楽というジャンルの提唱[Eno, 
1996]、生成という手法の定義 [Galanter, 
2003]、生成音楽プログラムの分析[Collins, 
2008]などの研究がおこなわれてきた。1990
年代以降、アルゴリズム作曲ソフトウェアの
普及や、環境に反応する携帯アプリケーショ
ンの販売など、新しいテクノロジーに適応し
た音楽文化としてこの手法に対する認知が
ひろがっている。 
 
（２）本申請者らは 2008年より主に iPhone
アプリケーションの開発を通じて音楽の未
来像を探求する「Audible Realities」という
プロジェクトを開始した[徳井、永野、金子
『iPhone x Music』翔泳社、2009]。この活
動の延長として、本申請者らは探求の中で注
目された生成音楽をより広い視点で考察す
るプロジェクト、生成音楽ワークショップを
2010 年より始めている。このワークショッ
プは古典的な生成音楽作品の再現を通じて
この音楽の構造や文化的意義を問い直すも
のである [T. Kaneko, K. Jo, Generative 
Music Workshop, Culture and Computing 
2011, pp.179-180, 2011]。 
 
２．研究の目的 
 
 生成音楽とは装置やルールなどをもちい
た不確定な自動作曲の音楽である。作家が
思うままに音を配置するのではなく、作家
の手を離れて動き続けるものに音の展開を
ゆだねることを特徴とする。こうした手法
は伝統文化から西洋古典音楽の一部、実験
音楽や現代美術にまで幅広く見られる。ま
たこの手法は近年、モバイル・コンピュー
タの音楽アプリケーションに取りいれられ、
現代のテクノロジーに適応した音楽文化と
して注目を集めている。だが、一般的には
こうした手法は非音楽的で、単なる偶然ま
かせと取られることもあり、その意義や広
がりについて十分な理解がなされていると
は言いがたい。そこで、本研究は生成音楽
一般の音を生み出す構造の分析を中心に、
調査、再現、議論、制作を通じて生成音楽
の体系的理解を目指す。 
 
３．研究の方法 
 
（１）これまでの実践を通じて、根本的な課
題として生成音楽に対する体系的な理解の
不足という問題が浮かびあがった。この手法
はいまだ非音楽的で偶然まかせと取られる

ことがある。このような印象を刷新するには、
個々の作品の再現だけではなく、生成音楽一
般の音を生み出す構造を分析し、そのロジッ
クを提示する必要があるだろう。本研究はこ
の構造分析を軸に、オランダ・アムステルダ
ムに拠点をおく電子音楽研究組織 STEIMと
連携し、生成音楽の歴史的調査、古典的作品
の再現、シンポジウム・ワークショップの実
施、実制作による検証、という 5つの活動を
通じて生成音楽の体系的な理解を試みる（図
１）。 

 
図１．研究計画の概要 

 
（２）周囲の環境と結びつき、そのとき限
りの音を生み出す生成音楽の構造を広範に
分析するにあたり、作品の記録だけからで
は決定的にわからない部分がある。そこで、
本研究は古典的作品の再現やオリジナル作
品の制作によってこうした知識を獲得して
いく。分析から得られた洞察はまた制作に
生かされる。さらにこの洞察は作家とのシ
ンポジウムや、ワークショップへの一般参
加者の招待等の機会に再検討され、公開さ
れる。本研究はこうした理論と実践のフィ
ードバックを通じて、作曲や演奏のスキル
に依存しないオルタナティブな音楽として
の生成音楽の意義を探求する。 
 
４．研究成果 
 
以下、研究の方法に記述した内容にそって，
研究年度ごとの主な研究成果について述べ
る． 
 
(1) 平成 24年度 
①生成音楽の歴史的調査として、電子音楽の
研究組織である STEIMの他、生成音楽に関
わる展示の調査を Documenta13、 ICA、 
ZKMで行い、施設訪問や実作品の鑑賞の他、
関連人物へのインタビュー、文献、視聴覚資
料の収集を行った(2012年 9月)． 
②古典的作品の再現として、ジョン・ケージ
「失われた沈黙を求めて（プリペアド・トレ
イン）」の再演（2012 年 8 月）、「虫の音楽」
（2012年 12月）、「鳴釜神事楽」の再現（2013



年 2月）を行った． 
③シンポジウム・ワークショップとして、エ
オリアン・ハープ製作ワークショップを当該
の楽器の研究者である杉山紘一郎氏を招い
て、約 10名の参加者を集めて実施した． 
④音を生み出す構造の分析として、前述の調
査、再現、ワークショップの中でも、特にジ
ョン・ケージ「失われた沈黙を求めて（プリ
ペアド・トレイン）」を中心に再演の過程を
分析し、その構造的な特徴をまとめた[金子、
城、情報科学芸術大学院大学紀要、 2013]．
その他、装置やルールに関わる当事者へのイ
ンタビューを通じて[城、金子、アルテス、
2013]、主観的な視点からの考察を行った．
⑤独自の生成音楽作品につながる試みとし
て、パーソナル・ファブリケーションの手法
を取り入れ、代表的な音響メディアの一つで
あるアナログ・レコードの新たな製作手法を
検証し、実演[城、MTM、2012][城、freq、
2012]、展示[城、シバウラハウス、2012][城、
IAMAS、2013]を行った． 
 
(2) 平成 25年度 
①生成音楽の歴史的調査 前年度の STEIM
を中心とした実地調査の結果を踏まえ，本年
度は特に文献 や音源を中心に生成音楽の歴
史的背景を調査した． 
②古典的作品の再現 前年度に引き続き，小
杉武久「catch wave」などを参考に，特にラ
ジオに関わる生成音楽のあり方を検討した． 
③シンポジウム・ワークショップの実施 先
述のラジオに関わる生成音楽のあり方を，横
浜国立大学音響空間スタジオの主催するワ
ークショップにて検討した（2013 年 3 月）．
また後述の実制作を通じた検証に関わるも
のとして，（予め吹き込むべき音響のない）
紙のレコードに関わるワークショップを韓
国 samsung art and design institute[sadi]
（2013 年 7 月），情報科学芸術大学院大学
[IAMAS]（2013 年 10 月），および横浜国立
大学音響空間スタジオ（2013年 12月）で主
に学生向けに実施した他，情報科学芸術大学
院大学[IAMAS]オープンハウスでは，音楽と
録楽の未来と題したシンポジウムを開催し
た．この模様は[城，三輪，松井，2014]に掲
載されている． 
④音を生み出す構造の分析 前述の実践を踏
まえ，生成音楽の要素の洗い出しと，その体
系化を図りつつある[Jo, Parkinson, Tanaka, 
2013]．この結果は最終年度に論文として取
りまとめる予定である．⑤実制作による検証 
前年度に引き続き，レコードを題材として新
たな生成音楽のあり方に関する検討を行い，
その結果を国内外の論文誌 [Jo, 2014]，国際
会議[Jo, Ando, 2013][Jo, 2013]，研究会[城，
2013]，パフォーマンス[Jo(jojporg), 2013]な
どで発表した他，その製作手法はインターネ
ットで公開している． 
 
(3)平成 26年度 

最終年度には，その成果を研究報告「音を発
する装置の構造生成音楽ワークショップの
まとめとして」[金子，城，2015]として発表
した他，これまでに取り上げた複数の作品を
横浜国立大学人間文化課程音響空間スタジ
オの協力の下，展覧会形式「生成音楽ワーク
ショップの展覧会」で広く一般に公開する 
(さくらWORKS〈関内 2015年 3月 14日（土）
〜2015 年 3 月 18 日（水））と共に，展覧会
の会期中には，「エオリアン・ハープ制作ワ
ークショップ」，トーク・セッション「生成
音楽の実践を考える」，「パフォーマンス」を
実施した．この内トーク・セッションでは，
NTTインターコミュニケーション・センター
[ICC]主任学芸員の畠中実氏をゲストに迎え，
これまでの研究の成果や関連研究の現在の
動向を議論を通じ，生成音楽 の文化的・現
代における意義を考察した．以上の実践を含
む本研究の概要は，展覧会場で配布した冊子
「生成音楽ワークショップの展覧会」にまと
められており，今後 Web サイトで電子版を
公開する予定である． 
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